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一関地区広域行政組合広報紙 2023
（令和5年）６月発行

編集・発行

一関地区広域行政組合（一関市・平泉町）

【説明会のお知らせ】

新リサイクル施設の整備等に関する住民説明会のご案内
　新たに整備を計画しているマテリアルリサイクル推進施設

※１）
について、次のとおり説明会を開催い

たします。ご都合のつく会場にご参加くださいますようご案内申し上げます。

１　対象者：一関市・平泉町にお住まいの方

２　日時及び会場

３　主な説明内容（予定）

⑴　マテリアルリサイクル推進施設整備基本計画の案について

◆　説明会は１時間30分程度を予定しています。

◆　来場者が定員を超えるときは、入場を制限する場合がありますのであらかじめご了承願います。

新処理施設・新最終処分場

のお知らせ

日　　付 開始時間 会　　　　　場 定　員

６月20日㊋ 午後７時
平泉町学習交流施設エピカ（研修室１・２）

（平泉町平泉字志羅山25-3）
約30人

６月24日㊏ 午前10時
弥栄市民センター（和室）

（一関市弥栄字茄子沢198-3）
約30人

６月24日㊏ 午後２時
一関市産業教養文化体育施設アイドーム

（一関市東台50-46）
約40人

６月25日㊐ 午前10時
マリアージュ

（一関市千厩町千厩字石堂26-5）
約100人

※１）マテリアルリサイクル推進施設

⇒　廃棄物を新たな製品の原料として再利用するための施設です。

　　現在、一関清掃センターと大東清掃センターにある２つのリサイクル施設を統合

し、新たなリサイクル施設をエネルギー回収型一般廃棄物処理施設と同一敷地内に

整備する方針です。

　　今年度にマテリアルリサイクル推進施設の整備にあたり基本的な考え方を定める

整備基本計画の策定を進めているところです。
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　新たに整備を計画しているエネルギー回収型一般廃棄物処理施設、マテリアルリサイクル推進施設、

一般廃棄物最終処分場の検討状況についてお知らせするため、令和５年２月19日（日）に建設候補地周

辺にお住まいの方を対象とした説明会と、２月20日（月）から26日（日）にかけて、どなたでも参加い

ただける住民説明会を開催いたしました。

　延べ188名の方にご出席いただき、ご意見をいただく機会とさせていただきました。

１　主な内容

⑴　施設整備基本計画の策定

⑵　エネルギー回収型一般廃棄物処理施設の検討状況

⑶　マテリアルリサイクル推進施設整備の検討状況

⑷　一般廃棄物最終処分場整備の検討状況

２　開催日時

３　主な質問・意見（要旨抜粋）

※以下に掲載するほか、説明会の会議録及び説明会時に配布した用紙により後日寄せられたご質問、

ご意見に関する回答は組合ホームページに掲載しております。

※施設種別（共通…施設整備全体への質問・意見、エネ…エネルギー回収型一般廃棄物処理施設、

リサ…マテリアルリサイクル推進施設、最終…一般廃棄物最終処分場）

新処理施設等の整備に関する説明会を開催しました

開催日時 会　　　場 参加者数 参集範囲

２月19日㈰10時から 弥栄市民センター平沢分館 17人 建設候補地周辺自治会説明会
（建設候補地周辺にお住まいの方）２月19日㈰14時から マリアージュ 19人

２月20日㈪19時から 平泉町学習交流施設エピカ 24人

住民説明会
（どなたでも参加可）

２月25日㈯10時から 一関市総合体育館ユードーム 16人

２月25日㈯14時から 弥栄市民センター 13人

２月26日㈰10時から マリアージュ 99人

合計 188人

一関地区広域行政組合ホームページ

URL https://www.city.ichinoseki.iwate.jp/kouiki-gyousei/

配布資料はこちらのHPに掲載しております。

施設種別 質　問　・　意　見 回　　　　　　答

共通

　リサイクルされることで最終処分場に運

び込まれるごみは減少する。ごみの排出に

ついて、組合にはもっとしっかり分別のルー

ルを守る方法を考えてもらいたい。新しい

ごみ処理施設が稼働する前に、現状の違反

ごみを減らすべく対策をお願いしたい。

　分別により幾らかでもリサイクルされること

によって処理量が減っていくように、構成市町

と協議をしながら取組を進めている。今回の施

設整備に当たり、ごみの資源化・減量化につい

ても併せて検討し、対策を考えて参りたい。

エネ

・

リサ

　都会では建物のデザインを工夫して処理

場に興味を持ってもらう取組がなされてい

るようである。子供の目を引くとか、美術

館的なデザインを入れるとか、そういった

工夫については考えているのか。

　建物の外観をどうするかについては、今後に

業者から提案を求めていく中で検討していくこ

とになる。



一関地区広域行政組合広報紙「くらしの情報」（令和５年６月発行） 3

施設種別 質　問　・　意　見 回　　　　　　答

エネ

　付加的に導入する処理方式について、生

ごみの堆肥（たいひ）化設備の設置が提案

されているがどういったものか。

　啓発という意味合いから導入を検討している

もので、まずは一部の事業所からの生ごみを対

象に行うことを考えている。住民の皆様の意識

をどのように高めていけるかが大きな課題であ

ると捉えており、その一つの足掛かりになれば

よいと考えている。

エネ

　この施設整備事業をきっかけにして生ご

みを肥料にして販売し、利益を得るなど経

費を圧縮できるような形を考えてもらいた

い。また、売電についてはどう考えている

か。

　経費の圧縮については、まずは焼却による熱

エネルギーで発電を行い、施設で使う電気を賄

うことができるという点がある。余剰分の電気

は売電を行う。組合の施設は一関市と平泉町か

らの分担金として住民の皆様の負担で運営して

いるので、ランニングコストの軽減が図られる

ことが皆様の負担軽減にも繋がっていくものと

思う。

エネ

　エネルギー回収型一般廃棄物処理施設は

施設で発生する熱を施設で使うという意味

でよいか。施設の熱を有効活用して一般家

庭等に供給できると勘違いする人もいるの

ではないか。

　エネルギー回収型という意味は、処理施設に

発電設備を設け、施設で使用する電気を施設内

で賄える仕組みとしたいという意味である。そ

れにより、処理費用の節減につながると考えて

いる。また、発電を行うために熱エネルギーを

使うが、発電した後も熱エネルギーが残るの

で、温水としてそれも活用しようという組立に

している。余熱の活用策は農林業利用等を含め

検討中である。

エネ

　地震で壊れないような基準はあるのだと

思うが、頑丈に作るようにお願いしたいと

思う。

　今回整備を計画している処理施設について

は、一般の民間の建物と比べて高い耐震性の基

準を採用している。

　これまでに阪神淡路大地震や東日本大震災、

その間にも数々の地震災害があったが、結果と

しては損壊した処理施設はない。

最終

　一般廃棄物最終処分場の埋め立てが完了

した後、緑地になるというイメージがある

がどうなるのか。

　埋め立てが完了した後、他の自治体では跡地

利用ということで公園やスポーツ施設として利

用をしている例が多くある。

　跡地について、どのような利用をするかは、

住民の皆様と話し合いをしながら決めていきた

い。

最終

　焼却灰はすべて固形化して一般廃棄物最

終処分場へ埋めるのか。固形化していない

灰を埋め立てて飛散しないのか心配であ

る。

　焼却により発生する灰は２種類あり、燃え

残った灰を「主灰」、排ガスに含まれる灰を「飛

灰」という。

　主灰は固形化処理しないが、水に浸して冷却

するため湿気を含んでおり飛散しにくい。

　飛灰は含有物を安定させるため、薬品処理に

より固形化し埋め立てている。
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　組合では、住民の皆様からいただいたご意見などを踏まえながら、より良い施設となるよう施設整備検討

委員会で検討し、事業を進めてまいります。詳しくは、組合ホームページをご覧ください。

　今後とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　□問合せ先　一関地区広域行政組合　総務管理課

　　　　　　　〒021-8501　一関市竹山町7-2

　　　　　　　TEL 21-2111　内線 8751　FAX 31-3224
一関地区広域行政組合ホームページ

URL https://www.city.ichinoseki.iwate.jp/kouiki-gyousei/

一関市・平泉町で使えるごみ分別アプリを配信中です！

　ご家庭に配布されるごみ収集カレンダー、粗大ごみや家電などを含むごみの分別方法をお手元の

スマートフォンやタブレットで手軽に確認できるアプリです。その日出せるごみを通知することも

できます。

LINE公式アカウント「 一関地区広域行政組合 」開設しています

ＱＲコードはこちら→

マテリアルリサイクル推進施設整備基本計画（案）の意見を募集します
　一関地区広域行政組合では、マテリアルリサイクル推進施設整備基本計画（案）について、次

のとおり「パブリックコメント」による意見の募集を行います。

　皆様のご意見をお聞かせください。

●意見を提出できる方　一関市および平泉町に居住または通勤・通学している人

●募 集 期 間　令和５年６月14日（水）から令和５年６月27日（火）まで

●計画（案）の備え付け場所（期間：令和５年６月14日（水）から27日（火）まで）

一関地区広域行政組合総務管理課、一関清掃センター、大東清掃センター、一関市本庁

生活環境課、各支所市民福祉課、平泉町町民福祉課（組合ホームページにも計画（案）を

掲載予定）

●意見提出方法　ご意見は、備え付けの意見提出様式を使用いただくか任意の様式により、住所、氏名、

連絡先（電話番号など）を記入の上、備え付けの意見回収箱への投函、郵送、持参、

ＦＡＸ、電子メールにより提出してください。

なお、意見提出様式は組合ホームページからもダウンロードできます。

●意見の取り扱い　①意見募集の終了後、組合において提出された意見について検討いたします。

②頂いたご意見の概要と回答を公表します。

（なお、個々のご意見に対し、直接回答しませんのでご了承ください。）

●意見提出先・お問い合わせ先　〒021-8501　一関市竹山町７番２号

　　　　　　　　　　　　　　　一関地区広域行政組合　総務管理課

　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0191-21-2111（内線8751）　FAX：0191-31-3224

　　　　　　　　　　　　　　　電子メール　somukanri@city.ichinoseki.iwate.jp


